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楽しさの要因をふまえた
望ましい英語授業の枠組

鈴木政浩（西武文理大学講師）

日英言語文化学会（AJELC）第46回例会
2014年8月18日 明治大学駿河台校舎

資料1

本日用意した資料

資料1：パワーポイントによるハンドアウト（本資料）（A4版）
資料2：「英語の授業に関するアンケート調査」質問紙（A3版）
資料3：楽しさの要因をふまえた望ましい英語授業の枠組（A3版）

用語の定義

因子分析 複数の質問項目から、共通性の高いものをグループに分ける統計手法。分析の
結果分けられたグループを因子、因子に名前を付けたものを要因と呼ぶ。

楽しさの要因 授業における楽しさに関する質問紙調査の結果を因子分析にかけ、抽出した因
子に名前を付けたもの（中高大学生対象）。

望ましさの要因 授業における望ましい授業に関する質問紙調査の結果を因子分析にかけ、抽
出した因子に名前を付けたもの（中高大学生対象）。

共分散構造分析 要因相互、要因と質問項目の関係を推測する統計手法。

※他教科では類した研究が見当たらないため、本発表では英語の授業
に特化する

※特にことわりのない限り、「授業」は英語の授業を指す。
※統計手法による結果は確率による推定

因子分析
共分散構造分析

質問項目χ
質問項目

因子1

因子2

因子3
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研究の動機 楽しさの要因と望ましさの要因の関係に異なる見解があ
る。
森住(1980)：すぐれた英語授業の要因と楽しさは重なる部分が多い
斎藤(2002)：楽しさが学力形成につながっていない

本研究の立脚点 楽しさの要因と望ましさの要因の関係を分析することに
より、楽しさを活かした望ましい授業の枠組を考案でき
る。

研究の目的 楽しさの要因と望ましさの要因の関係を分析すること。

問題の所在

研究の経過

『高等教育における英語授業の研究』 大学英語教育学会授業学研究
委員会編著(2007)

楽しさの5要因 鈴木(2012)

望ましさの2要因 鈴木（2013）

楽しさの5要因と望ましさの2要因の関係 （本発表の内容）

問題の所在



2014/8/18

3

5

楽しさの5要因に含まれる質問項目

1. 参加表現の楽しさ

個人の発表がうまくいく

ペアで会話練習ができる

考える活動とグループの活動がある

英文の内容をわかってもらえる

グループの発表がうまくいく

考えを英語で表現できる

2. 言語文化的知識の楽しさ 3. 教科書外の楽しさ

英語を話す人との文化の違いがわかる

語源を教えてもらえる

教科書の国について詳しく勉強できる

映画の表現を知る

教科書以外の英語の本を読む

外国へ行った時の話をしてもらう

英語の新聞が読めるようになる

4. 熟達の楽しさ 5. 多様な学びの楽しさ

文法文型の問題ができるようになる

長文の問題ができるようになる

ビンゴを使って勉強する

コンピュータを使って勉強する

質問紙調査を実施、因子分析の結果 （鈴木, 2012）。5要因で全分散の60％程度を説明。

問題の所在

望ましさの2要因

T-S Communication要因 S-S Communication要因
授業者の学習者に対する寛容さ
学習者に対する自律支援
授業者の担当教科に関する専門性
授業や学習の見通し

に関する項目

良好な人間関係構築
教材
異文化コミュニケーション
授業者の学術的専門性と
教材選択の視点

に関する項目

T-S Communication型授業 S-S Communication型授業

T-S Communication型授業を受けるとS-S Communication型授業を受けたくなる可能性を示唆
（鈴木，2013）

・「優れた授業」もしくは「すぐれた授業」に言及した138件の研究論文、書籍
・中高大学生（74名）を対象とした記述式アンケート

キーワード抽出 質問紙作成と調査

問題の所在

授業におけるダブル・コミュニケーション（松畑煕一,1991:19）
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望ましさの2要因と楽しさの5要因の
関係を示すモデル（仮説）

授業者の学習者に対する寛容さ
自律支援
授業者の担当教科に関する専
門性と授業や学習の見通し

に関する項目

良好な人間関係構築
教材
異文化間コミュニケーション
授業者の学術的専門性と
教材選択の視点

に関する項目

T-S Communication型英語授業 S-S Communication型英語授業楽しさの5要因

問題の所在

8

方法と手続き

方法
1. 楽しさの要因、望ましさの要因に関する質問項目を統合する（学齢・性別等

含む66項目からなる6段階のスケール）。
（資料2）

2. 因子分析後、仮説として提案したモデルに当てはめてみる（Amos ver.17）。

対象者
関東近県の中高大学生1357名
（中学生362名、高校生779名、大学生216名）。

調査期間
2012年10月から12月。
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結果と考察
① 望ましさの要因と楽しさの要因は別物である可能性が高い

T-S Communication型授業 S-S Communication型授業
授業者の学習者に対する寛容さ
学習者に対する自律支援
授業者の担当教科に関する専門性
授業や学習の見通し

良好な人間関係構築
教材
異文化コミュニケーション
授業者の学術的専門性と教材選択の視点

参加表現の楽しさ

言語文化的知識の楽しさ

教科書外の学びの楽しさ

熟達の楽しさ

多様な学びの楽しさ →（パス）の太さは影響の強さを示す

② 学習者の考える授業の現状

T-S Communication型授業を受けると、楽しさの5要因を取り入れた授業を受けたくなる。
しかし、楽しさの5要因を取り上げた授業を受けても、S-S Communication型授業を受け
たくなるとは限らない可能性を示唆。

楽しさの5要因

授業への適用
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授業への適用：CLIL(Content and Language Integrated Learning)の場合

CLILにおける4つのC: Content, Cognition, Communication, Community)

本研究の限界と今後の課題

• 過去の教授法と本発表の枠組の比較
• 本発表にもとづく授業実践事例構築とその効果検証

（下位項目の組み合わせ、シラバスとポートフォリオ
の統合化）
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